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ヴィトマン Widmann
弦楽六重奏曲《1分間に180拍》“180 beats per minute” für Streichsextett

3つの影の踊り　Drei Schattentänze für Klarinette 
ヴァイオリン独奏のためのエチュード第2番　Étude Ⅱ für Violine solo

弦楽四重奏曲第3番《狩》　Streichquartett Nr.3 “Jagdquartett”

  ウェーバー Weber
クラリネット五重奏曲 変ロ長調 Op.34　Klarinettenquintett B-Dur Op.34

Quartet Excelsior
クァルテット・エクセルシオ

異才ヴィトマンの
マルチな才能を味わい尽くす。
日本の俊英たちとともに挑む、
充実の“個展”！
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ころに作曲した弦楽六重奏曲《1分間に180拍》は、小品ながら、
8分音符が細かくビートを刻み、これから何が起こるのかワクワク
した気持ちを掻き立てる爽快な音楽で幕開けにうってつけ。ヴィト
マンの自作自演による、ユーモラスなソロ《3つの影の踊り》を経
て、難曲《エチュード第2番》には、エクセルシオのリーダー、西
野ゆかが挑む！ 前半を締めくくる弦楽四重奏曲《狩》は、シュー
マンの《蝶々》などに使われている「狩のテーマ」で始まり、視覚
的にも楽しめるエンタテインメント性豊かな作品。ステージで繰り

広げられる躍動的な「狩り」にご注
目！ プログラム後半は、ヴィトマ
ンが「もっと評価されるべき作曲
家」と語るウェーバーの五重奏曲。
ヴィトマンの超絶テクニックと情緒
豊かなクラリネットを、エクセルシ
オの軽やかなアンサンブルととも
に、心ゆくまでご堪能いただきたい。
　イェルク・ヴィトマンという
ウィットと閃きに満ちたマルチな才
能と、日本が誇るクァルテット・エ
クセルシオとのコラボレーション
は、どんな化学反応を起こすのか。
一夜限りのスペシャルなステージ
を、ぜひお聴き逃しなく！

　作曲家にしてクラリネット奏者、加えて指揮者としての顔も持
ち、ヨーロッパ音楽シーンを縦横無尽に駆け抜けるイェルク・ヴィ
トマン。世界のトップ・アーティストやオーケストラから委嘱や共
演の依頼が絶えない世紀の売れっ子だ。トッパンホールでは、
2015年にハーゲン・クァルテットとモーツァルト、ブラームスを
共演し、忘れがたい印象を残した。18年には無伴奏リサイタルで、
自身の作品を含め、ベリオ、リームなど近現代の作品を鮮やかに披
露し、才能豊かな作曲家であるとともに、スーパー・クラリネット
奏者であることを実証した。
　3度目の登場となる今回、ヴィト
マンは「日本の優れたクァルテット
との共演」を望んだ。そこでトッパ
ンホールが推薦したのが、日本では
数少ない常設の弦楽四重奏団、クァ
ルテット・エクセルシオだ。モー
ツァルト、ベートーヴェンなどの古
典派はもとより、現代作品にも意欲
的に取り組んでいるトップランナー
だが、意外にも主催公演には今回が
初登場となる。
　プログラムの前半では、作曲家と
してのヴィトマンの世界を存分にお
楽しみいただきたい。彼が二十歳の
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